
教育委員会 1

平成２４年度当初予算主要事業
教育委員会

電話番号 教育長 224－2941

総括室長 224－2942

政 策 名 、 施 策 名 及 び 事 業 の 内 容
担当室

電話番号

《政策名：人権の尊重と多様性を認め合う社会～一人ひとりが尊重され、

誰もが参画できる社会～》

〈施策名：(211) 人権が尊重される社会づくり〉

１ 人権感覚あふれる学校づくり事業 1,898 千円

【(21103)人権教育の推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ６人権教育費)

県立学校において、子どもたちの望ましい人間関係を形成し、一人ひとり

の存在や思いが大切にされる学校づくりを推進するため、人権学習指導資料

の活用促進や大学等の研究者と連携した実践的研究等を行い、その成果や取

組を広く県内に公開、発信します。

２ 人権教育研修事業 1,283 千円

【(21103)人権教育の推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ６人権教育費)

すべての学校で人権教育を推進するため、小中学校、県立学校の管理職等

を対象とした研修を実施します。

・人権教育管理職等研修会(6 回開催予定)

３ 広報研究事業 1,407 千円

【(21103)人権教育の推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ６人権教育費)

すべての学校において人権教育が効果的に取り組まれるために、教職員等

からの人権教育推進上の相談に対応するとともに、実践事例集など効果的な

資料の作成・提供をとおして人権教育の推進を図ります。

４ 社会人権教育総合推進事業 900 千円

【(21103)人権教育の推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ６人権教育費)

学校での人権学習を肯定的に受容するような家庭や地域の基盤をつく

るため、市町教育委員会等のさまざまな主体と連携・協力し、「人権教育

推進協議会」を核とした取組を推進します。

５ 進学奨励事業 67,022 千円

【(21103)人権教育の推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ６人権教育費)

「地域改善対策特定事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」の失

効に伴う経過措置として進学奨励金の貸与を受けていた者について、その返

還等の事務を行います。

人権教育室

(224-2732)

人権教育室

(224-2732)

人権教育室

(224-2732)

人権教育室

(224-2732)

人権教育室

(224-2732)
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〈施策名：(213) 多文化共生社会づくり〉

(一部新)１ 多文化共生社会の担い手をつくる外国人児童生徒教育推進事業

【新しい豊かさ協創５】 40,651 千円

【(21302)外国人住民の地域社会参画支援】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

外国人児童生徒の就学相談や初期適応指導等、受入体制整備に係る取組を

支援します。また、専門的な知識・技能を有する巡回相談員やコーディネー

ターを派遣し、日本語指導、学校生活への適応指導の充実を図るとともに、

日本語で学ぶ力の育成をめざしたカリキュラム（ＪＳＬカリキュラム）の実

践研究を進め、三重県モデルの確立をめざします。（受入体制に係る取組支

援：８市町、ＪＳＬカリキュラムの実践研究：７市町で実施）

(新)２ 社会的自立を目指す外国人生徒支援事業 【新しい豊かさ協創５】

3,446千円

【(21302）外国人住民の地域社会参画支援】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

年々増加する日本語支援が必要な外国人生徒に対応するため、拠点となる

高校（飯野高校）に外国人生徒支援専門員（１名）を配置し、高校における

ＪＳＬカリキュラムの開発と取組の充実を図り、三重県モデルの確立をめざ

すとともに、進路指導等のカウンセリングや、保護者対象の教育相談等の支

援に取り組みます。また、飯野高校に建設を予定している多文化共生棟を活

用して、取組の充実を一層図ります。

《政策名：教育の充実～一人ひとりの個性と能力を育む教育～》

〈施策名：(221) 学力の向上〉

(新)１ 学力向上県民運動推進事業 【新しい豊かさ協創１】 1,584 千円

【(22101)子どもたちの学力の定着と向上】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ２事務局費)

「学力向上県民会議（仮称）」を新たに設置し、学校・家庭・地域などさ

まざまな主体との連携・協力のもと、学力向上に向けた県民運動を実施しま

す。また、キックオフイベントの開催や啓発リーフレットを配布するなど、

県民運動の広報・ＰＲを行い、県民総参加による取組を展開します。

(一部新) ２ 少人数教育推進事業 【新しい豊かさ協創１】 1,306,141 千円

(第１０款 教育費 第２項 小学校費 １教職員費)

(第１０款 教育費 第３項 中学校費 １教職員費)

国の制度による小学校１年生の３５人学級編制のもと、本県独自の取組で

ある小学校１、２年生での３０人学級（下限２５人）、及び中学校１年生で

の３５人学級（下限２５人、実情に応じて２年生あるいは３年生に弾力的に

振替）を継続するとともに、国の定数を活用し、小学校２年生の３６人以上

学級の解消を図ります。

また、小中学校において、少人数授業などを実施するための教員配置（小

学校：定数４０人、非常勤１８５人、中学校：定数１２人、非常勤５０人）

を継続し、各学校の実情に応じた学力向上の取組を支援するなど、きめ細か

な教育を推進します。

小中学校

教育室

(224-2963)

高校教育室

(224-3002）

教育総務室

(224-2946)

人材政策室

(224-2958)

◎

◎

◎

◎
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３ 学力向上対策支援事業 10,577千円

【（22101）子どもたちの学力の定着と向上】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

県立高校が、生徒・保護者や産業界からのニーズに応えるため、各校の課

題に応じて、進学のための学力向上、基礎学力の定着、職業教育の充実に取

り組みます。

(新)４ 「志」と「匠」の育成推進事業 【新しい豊かさ協創１】 20,496千円

【（22101）子どもたちの学力の定着と向上】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

理数及び英語教育の充実に向け、「Mie SSH（Super Science High School）」

や「Mie SELHi(Super English Language High School)」に取り組む県立高

校を指定し、地域の中核的拠点として、大学・小中学校との連携のもと、先

進的・発展的な学習を進めるとともに、科学オリンピック大会の開催や留学

への支援、コア教員の養成を行います。(「Mie SSH」指定校：５高校、「Mie

SELHi」指定校：７高校)

また、専門高校を中心に、より高度な技術の習得や難易度の高い資格の取

得等をめざせるよう、大学や企業との連携及び指導方法の研究を行います。

（若き「匠」育成プロジェクト推進指定校：３高校)

(一部新)５ 「確かな学力」を育む総合支援事業 【新しい豊かさ協創１】

30,377 千円

【(22101)子どもたちの学力の定着と向上】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

児童生徒の学力向上を図るため、全ての公立小中学校において全国学力・

学習状況調査の実施・活用を促進し、調査結果の分析に基づく授業方法の工

夫改善への支援を行います。また、実践推進校には、学力向上アドバイザー

の派遣等により、総合的な支援を行います。(県内 29 市町に 100 校程度の実

践推進校を指定)

６ 理科支援員等配置事業 16,859 千円

【(22101)子どもたちの学力の定着と向上】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

小学校５、６年生の理科の授業に、外部人材を「理科支援員」として配置

し、観察・実験活動等における教員の支援を行うことにより、理科の授業の

充実・活性化を図るとともに、教員の実験・観察等の体験的な学習に関する

指導力を向上させます。(理科支援員の配置：70人)

(一部新)７ キャリア教育実践プロジェクト事業 18,834千円

【(22102) 社会に参画する力の育成】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

地域と連携して小学校・中学校・高校の組織的・体系的なキャリア教育を

推進するとともに、職業意識・進路意識を醸成する機会の創出や、産業界の

手法を活用した高校生のためのキャリア教育モデルプログラムの開発・普

及、就業体験の充実に取り組み、児童生徒の社会的・職業的自立に必要な能

力・態度を育成します。(小中高一貫のキャリア教育推進強化市町：10市町、

高校生のためのキャリア教育モデルプログラム開発校：３校)

高校教育室

(224-3002)

高校教育室

(224-3002)

小中学校

教育室

(224-2963)

小中学校

教育室

(224-2963)

高校教育室

(224-3002）

◎

◎

◎
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(一部新)８ 高校生就職対策緊急支援事業 【緊急課題解決４】 31,334千円

【(22102) 社会に参画する力の育成】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

県立高校の就職指導のプロセス改善のための取組や、企業で管理職や人事

部門の経験を有する就職支援相談員の配置、地域連携会議・就職情報交換会

の開催等により、就職を希望する高校生の進路実現を図ります。(就職支援

相談員の配置：10人、キャリア教育推進地域連携会議の実施：７箇所)

９ 教職員の資質能力向上支援事業 22,163 千円

【(22103)教職員の資質の向上】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ３教職員人事費)

指導が不適切である教員に対して、指導改善研修審査委員会の審査・判定

に基づき、研修等を実施し、指導力等の向上を図るとともに、指導が不適切

である教員を生まない環境づくりを進めます。

10 教職員の授業力向上推進事業 【新しい豊かさ協創１】 16,951千円

【(22103）教職員の資質の向上】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ３教職員人事費)

教職員一人ひとりの授業力向上を図るため、経験年数や校種の異なる教職

員の相互研さんによる研修を継続的に行うとともに、各学校が自らの力で校

内研修を活性化させることができるよう、授業研究担当者の育成を行いま

す。また、教職員の学校づくりや学級づくりの力を向上させるために、各学

校で中核となって取組を進める人材の養成を進めます。

11 教職員研修事業 42,408千円

【(22103）教職員の資質の向上】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ５総合教育センター費)

教職員の資質の向上を図るため、教育現場の実態及び教職員のニーズを踏

まえた講座や教職員の経験や役割に応じた研修等を実施します。

12 教育相談事業 48,821千円

【(22103）教職員の資質の向上】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ５総合教育センター費)

臨床心理相談専門員（臨床心理士）等による専門的な教育相談等を通し、

学校と連携しつつ、複雑化・多様化した子どもたちの心の問題の解決に向け

て支援を行います。また、子どもたちの心の問題が大きな社会問題となって

いる状況を踏まえ、いじめに関する子どもや保護者の悩みに応え、支援する

ために電話相談を実施します。

13 高等学校等進学支援事業 550,208 千円

【(22104)学びを支える環境づくりの推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費 )

勉学意欲がありながら経済的な理由により修学が困難な者に対し、教育の

機会均等を図り、人材の育成に資するため、奨学金の貸与等を行います。

なお、親権者等の支援が期待できない未成年者（児童養護施設入所者等）

にも、一定要件の下で貸与申込みを受け付けることとするほか、短大、大学

等を卒業後に、就労の意思を有しながら一度も就労できない者に対し、最大

高校教育室

(224-3002）

人材政策室

(224-2959)

研修企画・

支援室

(226-3731)

研修指導室

(226-3517)

教育改革室

(224-3008)

研修指導室

(226-3572)

研修企画・

支援室

(226-3516)

予算経理室

(224-2940)

◎

◎
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一年間の返還猶予を可能にします。

14 県立学校教職員健康管理対策事業 67,969 千円

【(22104)学びを支える環境づくりの推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ８教職員厚生費)

県立学校教職員の生活習慣病等を早期発見・早期治療するため、「教職員

健康管理システム」により、定期健康診断のデータを効率的に管理するほか、

生活習慣病予防として、健診事後指導を実施します。また、過重労働等のデ

ータを管理する「過重労働対策報告システム」により時間外労働による健康

障害の予防を図ります。

15 教職員メンタルヘルス対策事業 24,458 千円

【(22104)学びを支える環境づくりの推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ８教職員厚生費)

教職員の精神神経系疾患を予防するため、心の健康について正しく認識

し、自らが早期に気づき、適切に対処できるよう研修や啓発、相談体制の整

備を行うとともに、メンタル健診及び職場環境を評価することで、管理職が

職員の健康状態を把握し、職場環境の整備を図ることができるようにしま

す。

また、精神神経系疾患による休職者の円滑な復職と再発防止を図るため、

復職支援制度及び職場の支援体制を強化します。

(新)16 定時制通信制生徒支援事業 7,093千円

【(22104）学びを支える環境づくりの推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

定時制通信制高校に学ぶ経済的に困難な状況にある生徒に対し、教科書等

の給付を行うほか、就労環境が厳しい定時制通信制の生徒に対して社会的自

立に向けた支援を行う修学・就労支援員を配置します。

(一部新)17 道徳教育総合支援事業 7,353 千円

【(22104)学びを支える環境づくりの推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

道徳教育の一層の充実を図るため、各教育委員会が主体的に行う道徳教育

推進の取組を支援し、その結果得られた成果を県内に普及するとともに、「心

のノート」（国作成）と「三重の文化」（県作成）を組み合わせた教材を作

成し、学校において適切に活用されるよう取り組みます。

18 スクールカウンセラー等活用事業 160,803 千円

【（22104）学びを支える環境づくりの推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

学校の相談体制を充実するとともに、関係機関との連携等により課題の解

決を図るため、専門的な知識や経験を有するスクールカウンセラー及びスク

ールソーシャルワーカーを小中学校及び高等学校等に配置・派遣し、さまざ

まな生徒指導上の問題解決のための取組を進めます。(スクールカウンセラ

ー配置校： 小学校 59校、中学校 152 校、高等学校 31 校)

19 生徒指導対策事業 34,739 千円

【（22104）学びを支える環境づくりの推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

福利・給与室

(224-2939)

福利・給与室

(224-2939)

高校教育室

(224-3002)

小中学校

教育室

(224-2963)

生徒指導・

健康教育室

(224-2332)

生徒指導・

健康教育室

(224-2332)
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学校からの要請に基づき、生徒指導や非行防止に関する専門的な知識や経

験を有する「生徒指導特別指導員」を派遣し、学校や生徒・保護者に対する

生徒指導上の諸問題に対して、問題行動の防止、立ち直り支援、被害者支援

等を引き続き積極的に行います。また、各地区における学校警察連絡協議会

の連携推進等のための研修を実施します。

20 いじめ・不登校対策事業 10,773 千円

【（22104）学びを支える環境づくりの推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

不登校の未然防止を推進するため、児童生徒の豊かな人間性や自ら学び自

ら考える力などの「生きる力」を育成する「魅力ある学校づくり」について

調査研究を行い、実践研究校における成果や取組を県内の学校等に周知しま

す。また、フリースクール等民間施設と連携を進めている市町を支援するこ

とにより、官民一体となった不登校児童生徒の活動スペースを拡げる取組を

推進します。

(一部新)21 学校問題解決サポート事業 1,655千円

【（22104）学びを支える環境づくりの推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

学校だけでは解決できない生徒指導上の問題に対応するため、「学校問題

解決サポートチーム」を学校に派遣して、指導・助言するとともに、弁護士

等と連携して、問題解決に向けた支援を行います。また、教員の初期対応が

できる力量を高めることをねらいとした講座を各校種1回ずつ開催し、学校

の対応力の向上をめざします。

22 ケータイ・ネット対策事業 3,940 千円

【（22104）学びを支える環境づくりの推進】

（第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費）

変容を続けるケータイ・ネット問題について、専門的技術を有する事業者

による検索等を実施して、児童生徒の問題点等の現状を整理し、学校におけ

る教育・啓発を支援するための資料や体制を整えます。また、「ネット啓発

チーム」の活動を充実させ、引き続き、学校・家庭・地域が連携・協力して

子どもを見守る体制を構築します。

(新)23 学びの環境づくり支援事業 【新しい豊かさ協創１】 25,213 千円

【（22104）学びを支える環境づくりの推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

いじめや暴力行為、不登校などの課題を解決し、子どもたちの学びを保障

するための環境づくりを推進していくため、従来の取組に加え、中学校区を

単位として重点的に取り組む地域（15 中学校区）にスクールカウンセラーを

配置し、小中学校間のスムーズな連携や継続した支援を進め、教育相談体制

の充実・活性化を図ります。

24 防犯教育実践事業 1,046千円

【（22104）学びを支える環境づくりの推進】

(第１０款 教育費 第７項 保健体育費 １保健体育総務費)

高校生の防犯意識を高め、危険予測、回避能力を高めるための実践的な防

犯教育の取組に対して支援を行うとともに、教職員等研修を通して、防犯

教育の推進を図ります。

生徒指導・

健康教育室

(224-2332)

生徒指導・

健康教育室

(224-2332)

生徒指導・

健康教育室

(224-2332)

生徒指導・

健康教育室

(224-2332)

生徒指導・

健康教育室

(224-2969)

◎
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25 学校保健課題解決支援事業 1,138千円

【（22104）学びを支える環境づくりの推進】

(第１０款 教育費 第７項 保健体育費 １保健体育総務費)

子どもの現代的健康課題に対応するため、地域の実情を踏まえた医療機関

等との連携など課題解決に向けた計画の策定、それに基づく具体的な取組に

対して支援を行います。

26 学校食育推進事業 3,323 千円

【（22104）学びを支える環境づくりの推進】

(第１０款 教育費 第７項 保健体育費 １保健体育総務費)

子どもが正しい食事の摂り方や望ましい食習慣を身につけることができ

るよう、学校における食育を推進するための体制整備を行うとともに、学校

給食の衛生管理の徹底を図ります。

また、平成２５年度に開催する全国学校給食研究協議大会に向けて、実行

委員会を設置し、大会準備を進めます。

栄養教諭の食育推進の取組を支援することによって、児童生徒に効果的な

食に関する指導を実施することで、子どもの健康の保持増進をはじめとする

食育の一層の充実を図ります。

(一部新)27 学びを保障するネットワークづくり事業 【新しい豊かさ協創１】

13,700 千円

【（22104）学びを支える環境づくりの推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ６人権教育費)

いじめ、不登校など子どもたちを取り巻くさまざまな課題の解決や未然防

止を図るため、新たな仕組みとして、学校、保護者、地域住民等が一体とな

って取り組む「子ども支援ネットワーク」を中学校区の単位で構築し、子ど

もたちの自尊感情や学習意欲の向上を支えます。（ネットワーク構築の中学

校区：平成 24 年度は 10校区、平成 27 年度までに 40 校区）

また、ネットワーク構築の際に、要となる教員の育成を支援します。

〈施策名：(222)地域に開かれた学校づくり〉

(一部新)１ 地域と協働する学校運営支援事業 【新しい豊かさ協創１】

16,912 千円

【(22201)地域とともにある学校づくりの推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ２事務局費)

公立学校において、保護者や地域住民等の学校運営や教育活動への参画を

進めるため、市町教育委員会と連携して、公立小中学校へのコミュニティ・

スクール等の導入を支援するとともに、県立学校における学校関係者評価の

義務化に伴い、学校関係者評価委員等を対象とした研修会の実施や評価結果

に基づく改善活動への支援を行います。

２ 学校経営品質向上活動推進事業 2,980 千円

【(22201)地域とともにある学校づくりの推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ２事務局費)

公立学校における組織力を強化し、各校における課題を改善するため、管

理職や教職員を対象としたマネジメント研修や各校の実態に応じた出前研

修等の実施により、学校経営品質向上活動の定着と充実を図ります。

生徒指導・

健康教育室

(224-2969)

生徒指導・

健康教育室

(224-2969)

人権教育室

(224-2732)

教育改革室

(224-3008)

教育改革室

(224-3008)

◎

◎
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３ 教育改革推進事業 9,483 千円

【(22201)地域とともにある学校づくりの推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ２事務局費)

三重県教育ビジョンに沿った施策を推進するため、学識経験者等で構成す

る「三重県教育改革推進会議」において、学習者の視点に立った三重の教育

のあり方を検討します。また、その検討状況等を踏まえ、県立高等学校の活

性化を進めます。

(新)４ 地域による学力向上支援事業 【新しい豊かさ協創１】 11,626 千円

【(22202)地域で支える教育活動の推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

子どもたちの学力向上を図るため、大学生や教員経験者等地域住民がその

知識・技能を生かし、学習活動の補助を行うなど地域人材を活用する取組を

進めます。(県内８市町)

(一部新)５ 「ふるさと三重」郷土教育推進事業 6,038 千円

【(22202)地域で支える教育活動の推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

郷土を愛する心を醸成するため、教材「三重の文化」を活用した授業に取

り組むほか、郷土の文化財を学ぶことができる学習メニューの開発や出前講

座の実施、「美
うま

し国かるた（仮称）」の作成等をとおして郷土教育を推進しま

す。

〈施策名：(223) 特別支援教育の充実〉

(新)１ 早期からの一貫した教育支援体制整備事業 【緊急課題解決６】

13,845 千円

【(22301)特別支援教育の推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

就学から卒業までの学校教育段階における、発達障がいを含むすべての障

がいのある幼児児童生徒の支援情報を円滑に引き継ぐため、「パーソナルカ

ルテ」の作成を促進するとともに、特別支援学校のセンター的機能の発揮と

外部の専門家等の積極的な活用により、相談･支援体制の充実を図ります。

（パーソナルカルテ推進強化市町：16 市町、平成 27 年度までに全市町で取

組）

２ 特別支援学校メディカル・サポート事業 4,621 千円

【(22301)特別支援教育の推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

医療的ケアの必要な児童生徒が在籍する特別支援学校８校において、経管

栄養、喀痰吸引等の医療的ケアを行う体制を整備し、児童生徒の健康と教育

を支え、保護者の負担軽減を図ります。

３ 特別支援学校外国人児童生徒支援員緊急雇用創出事業 5,125 千円

【(22301)特別支援教育の推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

特別支援学校に在籍する外国人児童生徒及び保護者に対して学習等の支

援を行うため、ポルトガル語、スペイン語の通訳ができる支援員（それぞれ

教育改革室

(224-2951)

小中学校

教育室

(224-2963)

小中学校

教育室

(224-2963)

特別支援

教育室

(224-2961)

特別支援

教育室

(224-2961)

特別支援

教育室

(224-2961)

◎

◎

◎
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１名）を派遣します。

(新)４ 共に働きやすい職場づくりモデル事業 11,655 千円

【(22302)就労の実現】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

障がいのある人が、障がいの状況に応じて働くことができる職場づくりを

めざして、県立学校においてモデル的に任用を行います。

（一部新）５ 特別支援学校就労推進事業 【緊急課題解決６】 16,074 千円

【(22302)就労の実現】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

職業に関するコース制の導入や早期からの職場実習の実施、職種と本人

の適性のマッチングを図り、学びが就労に直結する特別支援学校版キャリ

ア教育プログラムを構築します。また、外部人材（キャリア教育サポーター）

の活用を図るとともに、関係部局、企業、ＮＰＯ等と連携し、障がい者就

労支援ネットワークを形成します。

６ 特別支援学校企業就労実現支援緊急雇用創出事業 26,408 千円

【(22302)就労の実現】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費)

特別支援学校に、企業等で人事、総務部門の経験を有する職域開発支援員

（９人）を配置し、生徒の適性と職種・業務とのマッチング、職場開拓、雇

用促進要請などを行い、新たな職域の開発を図るとともに、企業への就労を

促進します。

７ 特別支援学校施設建築事業 【緊急課題解決１】 290,819千円

【(22303)学習環境の整備】

(第１０款 教育費 第５項 特別支援学校費 １特別支援学校費)

県立特別支援学校の施設において、大規模地震に備えた耐震対策をはじ

め、教育環境向上のための整備を進めます。

８ 特別支援学校スクールバス整備事業 73,451 千円

【(22303)学習環境の整備】

(第１０款 教育費 第５項 特別支援学校費 １特別支援学校費)

特別支援学校のスクールバスの安定的な運行を行うため、スクールバスの

計画的な配備を進めます。(特別支援学校西日野にじ学園等：３台）

９ 特別支援学校スクールバス等運行委託事業 185,628 千円

【(22303)学習環境の整備】

(第１０款 教育費 第５項 特別支援学校費 １特別支援学校費)

特別支援学校１３校において、スクールバスを運行し、児童生徒の通学手

段と安全を確保します。

10 特別支援学校学習環境等基盤整備事業 10,584 千円

【(22303)学習環境の整備】

(第１０款 教育費 第５項 特別支援学校費 １特別支援学校費)

特別支援学校の整備実施計画に基づいて、平成２４年４月に開校する

「県立くわな特別支援学校」の施設設備及び学習備品等の整備を進め、学

習環境の整備を推進します。

人材政策室

(224-2953)

特別支援

教育室

(224-2961)

特別支援

教育室

(224-2961)

学校施設室

(224-2955)

特別支援

教育室

(224-2961)

特別支援

教育室

(224-2961)

特別支援

教育室

(224-2961)

◎

◎

◎

◎
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11 特別支援学校就学奨励事業 149,131 千円

【(22303)学習環境の整備】

(第１０款 教育費 第５項 特別支援学校費 １特別支援学校費)

県内特別支援学校に就学する幼児児童生徒の保護者の経済的負担を軽減

するとともに、東日本大震災により被災地から転入してきた障がいのある幼

児児童生徒の保護者の経済的負担を軽減するため、就学に必要な経費の一部

を支援します。

12 特別支援学校給食調理･配送業務委託事業 43,200 千円

【(22303)学習環境の整備】

(第１０款 教育費 第５項 特別支援学校費 １特別支援学校費)

さまざまな障がいのある児童生徒に、学校管理下でその実態に即した給食

が実施できる体制を整えます。(調理業務委託６校、配送業務委託２校)

〈施策名：(224) 学校における防災教育・防災対策の推進〉

(新)１ 学校防災推進事業 【緊急課題解決１】 14,233千円

【(22401)防災教育の推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ２事務局費)

大規模地震等の自然災害に備え、学校における平常時の防災教育・防災対

策の充実を図るとともに、災害時に児童生徒の安全確保のための迅速かつ的

確な対応が可能となるよう、学校防災のリーダーとなる教職員を養成しま

す。

また、学校における防災タウンウォッチングや防災マップづくりなどの体

験型防災学習の支援、防災ノート等を活用した学習により、防災教育の充実

を図るとともに、保護者、地域住民等との合同の避難訓練や防災学習の支援

により、学校・家庭・地域の連携を促進します。

(新)２ 学校防災機能強化事業 【緊急課題解決１】 445,049千円

【(22401)防災教育の推進】

(第１０款 教育費 第１項 教育総務費 ２事務局費)

大規模災害発生時に、児童生徒の安全を確保し被害を軽減するため、市町

が実施する小中学校の非常用発電機や投光器等の防災機器の整備等を支援

するとともに、県立学校において、全校に防災用毛布等の備蓄、孤立想定地

区に所在する学校に水・食料の備蓄や衛星携帯電話の整備等を行い、学校の

防災機能を強化します。

３ 校舎その他建築事業 【緊急課題解決１】 1,548,484千円

【(22402)防災対策の推進】

(第１０款 教育費 第４項 高等学校費 ３学校建設費)

県立高等学校の施設において、大規模地震に備えた耐震対策をはじめ、教

育環境向上のための整備を進めます。(耐震補強工事３校３棟、耐震補強設

計２校５棟、吊り天井改修１校)

(一部新)４ 学校施設法定点検事業 【緊急課題解決１】 45,877千円

特別支援

教育室

(224-2961)

特別支援

教育室

(224-2961)

教育総務室

(224-3301)

教育総務室

(224-3301)

学校施設室

(224-2955)

学校施設室

(224-2955)

◎

◎

◎

◎
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【(22402)防災対策の推進】

(第１０款 教育費 第４項 高等学校費 ２高等学校管理費)

県立学校において、建築基準法の規定に基づく建物・設備等の法定点検を

実施します。また、併せて外壁、内壁、天井材等非構造部材の耐震対策を進

めるため、専門家による点検を実施します。

《政策名：スポーツの推進～夢と感動を育む社会～》

〈施策名：(241) 学校スポーツと地域スポーツの推進〉

１ 未来につなぐ子どもの体力向上事業 46,984 千円

【(24101)学校スポーツの充実】

(第１０款 教育費 第７項 保健体育費 ２体育振興費)

未来のみえのスポーツを支える子どもたちの体力向上に向けて、地域の

スポーツ人材を学校へ派遣し、体育の授業の工夫改善や運動部活動の充実

を図ります。

(一部新)２ 運動部活動支援事業 156,658 千円

【(24101)学校スポーツの充実】

(第１０款 教育費 第７項 保健体育費 ２体育振興費)

中・高等学校の県総合体育大会等の開催や、全国大会等の出場に対する支

援により、運動部活動の充実を図るとともに、平成２５年に本県で開催する

全国中学校体育大会に向けた準備を支援します。

(一部新)３ スクールスポーツライフ支援事業 10,751 千円

【(24101)学校スポーツの充実】

(第１０款 教育費 第７項 保健体育費 ２体育振興費)

学校における体育・保健体育の指導充実を図るため、体育担当教員を対象

とした講習会等を開催するとともに、子どもたちの体力向上に向けた学校の

取組を支援します。

また、中学校における武道必修化に伴う課題を解決するため、安全な武道

指導の在り方等に関する講習会を開催するとともに、地域の武道指導者を外

部指導者として学校に派遣します。

(新)４ みえのスポーツ応援事業 【新しい豊かさ協創２】 4,670 千円

【(24102)地域スポーツの活性化】

(第２款 総務費 第１２項 スポーツ推進費 １スポーツ推進費)

スポーツを通した地域の活性化について検討するため、関係団体、企業等

のさまざまな主体で構成する「みえのスポーツ・まちづくり会議（仮称）」

を新たに設置します。

また、県民の皆さんが広くスポーツを応援する仕組みづくりを進め、「ス

ポーツボランティアバンク」を創設するとともに、みえのスポーツを推進す

るための財源等の確保に向けた取組を進めます。

(新)５ みえのスポーツ地域づくり推進事業 【新しい豊かさ協創２】

2,730 千円

【(24102)地域スポーツの活性化】

(第２款 総務費 第１２項 スポーツ推進費 １スポーツ推進費)

スポーツを地域経済の活性化や観光振興につなげるため、「スポーツコミ

スポーツ

振興室

(224-2973)

スポーツ

振興室

(224-2973)

スポーツ

振興室

(224-2973)

スポーツ

振興室

(224-2973)

【地域連携

部へ移行】

スポーツ

振興室

(224-2973)

【地域連携

部へ移行】

◎

◎

◎
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ッション」の推進に向けた市町の取組を支援します。

また、スポーツ大会等の開催に県内医療系大学生や専門学校生等を派遣

し、ケガ予防等のメディカルサポートを実施するほか、県内トップチームが

地域に定着するための取組等により地域を活性化します。

(新)６ 第２２回世界少年野球大会三重・奈良・和歌山大会開催事業

【南部地域活性化プログラム】 35,000 千円

【(24102)地域スポーツの活性化】

(第２款 総務費 第１２項 スポーツ推進費 １スポーツ推進費)

紀伊半島大水害により被災された地域とそこに暮らす方々を勇気づけ、未

来の希望につながる機会とするため、第２２回世界少年野球大会を本県及び

奈良県、和歌山県の３県で開催します。

（大会概要）

・期間 平成２４年７月２２日～３０日

・場所 熊野市を中心とした紀伊半島南部地域

・大会参加者 世界の１５の国・地域から子どもたちが参加

・大会内容 野球教室、交流試合、交流会

〈施策名：(242) 競技スポーツの推進〉

１ みえのスポーツ強化事業 90,513 千円

【(24201)競技力の向上】

(第２款 総務費 第１２項 スポーツ推進費 １スポーツ推進費)

本県出身のアスリートが国内外の大会で活躍し、県民に夢や感動を与える

ため、県と関係団体が連携・協力して、トップアスリートの育成や指導者の

養成を進め、本県の競技スポーツ水準の向上を図ります。

(新)２ 競技スポーツジュニア育成事業 【新しい豊かさ協創２】 40,211 千円

【(24201)競技力の向上】

(第２款 総務費 第１２項 スポーツ推進費 １スポーツ推進費)

将来有望なジュニア選手を「チームみえジュニア」として育成するととも

に、県内トップレベルの高等学校運動部活動を強化指定し、高校生アスリー

トの競技力向上を図ることで、将来、オリンピック等国内外の大会で活躍す

る選手を育成します。

(新)３ 第７６回国民体育大会開催準備事業 10,165 千円

【(24201)競技力の向上】

(第２款 総務費 第１２項 スポーツ推進費 １スポーツ推進費)

平成３３年の第７６回国民体育大会の本県開催に向け、県、市町、民間等

からなる国体準備委員会（仮称）を設置します。

また、開催県や開催予定県から情報を収集し、会場地選定に向けた調査や

調整など、開催準備を円滑に推進します。

４ 県営総合競技場事業 125,088千円

【(24202)スポーツ施設の充実】

(第２款 総務費 第１２項 スポーツ推進費 ２スポーツ施設費)

陸上競技場第１種公認の更新を行い、県南部の中核的スポーツ施設として

機能の充実を図るとともに、利用者のニーズに応じた効果的、効率的な管理

運営を行います。

スポーツ

振興室

(224-2973)

【地域連携

部へ移行】

スポーツ

振興室

(224-2985)

【地域連携

部へ移行】

スポーツ

振興室

(224-2985)

【地域連携

部へ移行】

スポーツ

振興室

(224-2985)

【地域連携

部へ移行】

スポーツ

振興室

(224-2985)

【地域連携

部へ移行】

◎
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５ 県営鈴鹿スポーツガーデン事業 437,876千円

【(24202)スポーツ施設の充実】

(第２款 総務費 第１２項 スポーツ推進費 ２スポーツ施設費)

水泳場の修繕等、施設の老朽化対策や、サッカーラグビー場管理用備品等

の整備を行い、県北部の中核的スポーツ施設として機能の充実を図るととも

に、利用者のニーズに応じた効果的、効率的な管理運営を行います。

《政策名：文化と学び～地域の誇りと豊かさを育む社会～》

〈施策名：(261) 文化の振興〉

１ 活かそう守ろう“みえ”の文化財事業 71,768 千円

【(26102)歴史的資産等の発掘・保存・継承・活用】

(第１０款 教育費 第６項 社会教育費 ６文化財保護費)

地域の貴重な文化財を、守り伝え活かしていくために、所有者等が行う指

定文化財等の活用と修理等保存事業に対して補助等の支援を行います。

２ 文化財保存管理事業 23,141 千円

【(26102)歴史的資産等の発掘・保存・継承・活用】

(第１０款 教育費 第６項 社会教育費 ６文化財保護費)

重要な文化財を調査し、県指定等とすることを通じて保存と活用を図ると

ともに、指定文化財等の巡視調査と保存管理を行います。また、市町及び所

有者が行う国・県指定文化財の保護事業を支援し、適正な保存と活用を進め

ます。

３ 世界遺産熊野古道保存管理事業 671 千円

【(26102)歴史的資産等の発掘・保存・継承・活用】

(第１０款 教育費 第６項 社会教育費 ６文化財保護費)

世界遺産に登録された｢紀伊山地の霊場と参詣道｣が良好適正に保存管理

されるよう、文化庁や奈良・和歌山県及び関係市町と連携した取組を行いま

す。また、県民共有の財産である世界遺産について、世界遺産登録１０周年

に向けた機運醸成や再認識ができるよう、関係県市町と連携・協力し普及啓

発を進めます。

４ 天然記念物保存対策事業 3,295 千円

【(26102)歴史的資産等の発掘・保存・継承・活用】

(第１０款 教育費 第６項 社会教育費 ６文化財保護費)

天然記念物（カモシカ、オオサンショウウオなど）が良好に保存管理され

るよう、関係機関と連携して各種調査や保存対策を行います。

５ 新たな地域文化発掘推進事業 4,403 千円

【(26102)歴史的資産等の発掘・保存・継承・活用】

(第１０款 教育費 第６項 社会教育費 ６文化財保護費)

県内にある身近な文化財（世界遺産熊野古道伊勢路を結ぶ石造物と鳥

羽・志摩地域の海女習俗）について、その価値を再発見し、文化財指定・

登録への取組を行うとともに、それらを活用して、ひとづくり・まちづく

りを進めます。

スポーツ

振興室

(224-2985)

【地域連携

部へ移行】

社会教育・文

化財保護室
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６ 受託発掘調査事業 745,002 千円

【(26102)歴史的資産等の発掘・保存・継承・活用】

(第１０款 教育費 第６項 社会教育費 ６文化財保護費)

国や中日本高速道路株式会社等の事業地内に所在する埋蔵文化財のうち、

現状保存の困難なものについて、事業者からの受託事業として事前に発掘調

査を行います。

①一般国道２３号中勢バイパス

②一般国道４７５号東海環状自動車道

③近畿自動車道名古屋神戸線(四日市ＪＣＴ～亀山西ＪＣＴ)など

〈施策名：(262) 生涯学習の振興〉

１ 社会教育推進体制整備事業 1,579千円

【(26202)地域と連携した社会教育の推進】

(第１０款 教育費 第６項 社会教育費 １社会教育総務費)

社会教育の振興を図るため、市町教育委員会や社会教育関係団体等との連

携を強化するとともに、社会教育関係者の人材育成等を行います。

２ 子どもの読書活動推進事業 40,654 千円

【(26202)地域と連携した社会教育の推進】

(第１０款 教育費 第６項 社会教育費 １社会教育総務費)

「第二次三重県子ども読書活動推進計画」に基づき、子どもが自主的に、

楽しみながら読書活動ができる環境づくりを進めます。また、小中学校の図

書館の計画的な環境整備をモデル的に実施するため、学校図書館環境整備推

進員（２０人）を配置します。

３ 熊野少年自然の家事業 78,919 千円

【(26202)地域と連携した社会教育の推進】

(第１０款 教育費 第６項 社会教育費 １社会教育総務費)

少年の健全な育成に向けて、施設内でのフィールドアスレチックや天体

観測体験、地域の豊かな自然を生かした野外活動など、さまざまな体験活

動を実施し、集団宿泊研修の機会の充実を図ります。

４ 鈴鹿青少年センター事業 70,193 千円

【(26202)地域と連携した社会教育の推進】

(第１０款 教育費 第６項 社会教育費 １社会教育総務費)

青少年の健全な育成に向けて、地域の伝統工芸である伊勢型紙の創作活

動や児童生徒の自主性を育むキャンプなど、さまざまな体験活動を実施

し、集団宿泊研修の機会の充実を図ります。
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